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※影響の閾値の設定について
・閾値については、最もデータが揃っている、堆積厚を基本に考える。

・火山灰の粒径（粗粒/細粒）や湿潤状態（乾燥/湿潤）、施設の設備などにより、影響の発生条件・非発生条
件が付加できるものについては、 これを追加する。

１．交通分野
① 道路
② 鉄道
③ 航空
④ 船舶

２．ライフライン・建物設備等分野
① 電力
② 上水道
③ 下水道
④ 通信
⑤ 建物
⑥ 設備（空調等）
⑦ 家電製品・情報機器
⑧ 健康への影響

３．農林水産分野
① 農作物（稲・畑作物・果樹）
② 森林
③ 畜産
④ 水産物
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１．交通分野
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２．ライフライン・建物設備等分野
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３．農林水産分野






















